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ベトナム文化調査
大乗仏教文化圏としてのベトナム
　　　　〔仏教文化の視点から〕※
三友量順※※
はじめに
　本稿の報告者は，本年（2004）6月，旧年来の企画でもあったベトナムを訪問し，仏教文化
の視点から現代ベトナムを視察する機会を得た。周知のように，ベトナムは1976年に南北が統
一され，共産党政権下の今日の社会主義共和国となった。イデオロギーによって分断されてい
た国が一国において合併され，社会主義を基本路線とする国家となって統一されたベトナムの
宗教事情には関心が寄せられている。
　現在のベトナムではドイモイ（開放）政策が進められている。その一方，ボートピープルと
して当時の混乱期に国外に脱出した人々や，家族と離ればなれになって本国で暮らす，かつて
の南ベトナムの人々の現政府にたいする思いは複雑である。歴史も一面からでは語れない。か
つてのベトナム戦争という表現が，ベトナムではアメリカン・ウォー（アメリカの侵略による
戦争の意）と表記されている。これも，片方からのみの理解が歴史のすべてを語っていないこ
とを知らされる。
　ベトナムは大乗仏教の文化圏に含まれる。統一後の現在，南北いずれの寺院にも大乗仏教の
大ボサツ信仰が観られる。かつてのサイゴン政府下の時代に，一人のベトナム僧が為政者によ
る仏教弾圧にたいする抗議行動として，自らの身体に火を放って自殺を行った。
　「燃身」は大乗経典r法華経』に伝えられる薬王ボサツの過去世の捨身行為である1。自殺の
語も仏典に登場する。しかし仏教ではいわゆるシュイサイドの意味の「自殺」は禁じている。
但し，他者のいのちを救うために我が身を投ずるという意味の「自殺」は別である。大乗の論
書『大智度論』にもその意味の「自殺（じせつ）」が出ている。ベトナムの一僧侶が「燃身」を
敢えておこなったその場所を訪問することも，今回の訪問目的の一つであった。
　もう30年ほど前になろうか。ベトナムからの留学僧が立正大学に在籍していたことがある。
かれらレミンタム師，レバンバ師とは親しく話す機会はなかったが，当時のベトナムでは大乗
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と伝統的な部派仏教とが兼修されていた寺院があることも側聞していた。仏領時代に教育を受
け口本に留学していた彼らが時折フランス語をまじえて話していることに，同じアジアの同胞
として複雑な感じを懐いたことを覚えている。いつものように，本稿も，楽しく読んでもらい
ながら，仏教文化の意義を考えてもらうことを趣旨としている。
1　ベトナムの風土と文化〔ハノイ市をめぐって〕
　ベトナムは，インドシナ半島の東の海岸に沿って，北部のトンキン湾から南シナ海に囲まれ
た南部のメコン川流域に及ぶ，およそ3，260キロの海岸線を有する縦長の国である。その国の
形状を旅のガイドブックはローマ字のS字形と表現する。しかし筆者にはその形がシーホース
　（龍の落し子）に思えた。すると，ベトナム北部の首都ハノイのみやげ物売り場には漢
方（？）薬酒が陳列され，その野中にはくだんのシーホースが蛇やら得体の知れない生き物に
混じって鎮座していた。和名の「龍の落とし子」はその形状から来ている。愛らしいその姿は
水族館でも人気者である。ベトナムは北部で国境を接する中国文化の影響を強く受けてきた。
龍は中国では古来から皇帝のシンボルとされている。とは言っても，けっしてベトナムを「龍
（中国）の落とし子」と言うのではない。漢代の中国の支配時代を過ぎ，仏領インドシナ時
代，さらにはベトナム側からの所謂アメリカン・ウォーや中越紛争を経て現在のベトナムがあ
る。言語文化においても，15世紀の韓国のハングル同様に，ベトナム文字（クオック・グー）
にも，その国の歴史と個性（ヴィシェーシャ）とが現代に息づいている。
　今回のベトナム訪問も，これまで本紀要に載せてきた「仏教文化の視点から」みた一連の報
告シリーズの一つである。この視察旅行も筆者の知己であり信頼のあつい丸山勝巳氏（中国ア
ジア研究会主幹）が主催してくれた。そして，本学部の3年生・加藤明日美君も一行に加わっ
た。余談ではあるが，明日美君の母親は，筆者が東京中野のある大学で非常勤講師をしていた
時代に，たよりない小生の講義を受講してくれたことがある。明日美君から「親子2代お世話
になります！」と挨拶され，嬉しいような懐かしいような気持ちであった。アジアには西欧に
はない親しみと懐かしさがある。素朴な人々との避遁だけではなく，その土地土地の風土や文
化に触れることも忘れえぬ思い出である。
　6月17日（木）午前11時50分，搭乗をすませ離陸を待つばかりの成田発ベトナム航空VN
955便内には，何らかのtechnical　troubleのために出発が30分遅れるという機内アナウンスが
あった。国際線ではそうしたトラブルは少なくない。今回は特に不安を感じなかった。有り難
いことにほぼ予告どおりの時間に我々をのせた飛行機は離陸することになった。7割弱の乗客
をのせた後部には空席が目立つ。80年代にインドをたびたび往復していた頃の様子を思い起こ
した。機内には日本からの女子学生たちのグループが多い。先年来のサーズ（SARS）や鳥イン
フルエンザの影響で，旅行者が減っているのだろう。最近はまたベトナムへの関心が高まりつ
つある。
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　ベトナムと東京との時差は一2時聞である。ハノイまでは5時間ほどのフライトとなる。着
陸体制に入った機内からは，ハノイ郊外の水田耕作地帯が一望できる。河川が蛇行しデルタ地
帯の様子をうかがわせる下界には数十戸ほどの家屋が所々に点在している。現地時間の午後3
時30分に我々一行はハノイ空港に着いた。気温は32度，東京での暑さもあってか，さほど暑熱
は感じられない。空港周辺で目につく広告には，その国の経済や日本からの進出企業の様子が
うかがえる。空港内での三菱ペンシル（ユニ）の広告は，日本では鉛筆離れの今日むしろ懐か
しい響きさえある。・・ノイ空港は2001年に完成された。
　ハノイでの通訳はビン氏，後で聞いたところ漢字では「平」と表記できるそうである。ハノ
イという言葉には中国雲南省に端を発する1，200キPにおよぶホン河（紅河）の内側（ノイ）の
意味がある。この季節には日に2度ほどのスコールが15～20分ほどある。こうしたスコールも
局地的なもので，車で通り過ぎるとカラッとした晴れ間に入る。いつも通り，ガイドブックに
載る説明と現地の情報とでは相違があるが，混同はあってもスポット・リポートとしての価値
があると思うので，今回もガイド氏を通して得た情報も含めて記しておきたい。
　ベトナムの総人口は約7，600万人，最大の都市は人口700万のホーチミン市（かつてのサイゴ
ン）である。こちらの首都ハノイは現在約300万人ほどの人口である。およそ33万平方キロの国
±は日本の約90％。日本への留学経験をもつビン氏によると，北部では四季があり，南部では
雨期・乾期の2期であるという。但し，彼の知識はマニュアルブック通りのものなのか体験か
らのものなのか判然としないが，それもこの種のレポートとして参考にしてほしい。
　空港から宿舎のホライズン・ホテルまでの道すがら，田畑ではコブ牛を見かける。北インド
の農村地帯とも通じる長閑な田園風景である。この時期に藁を焼く煙が，遠景にいくすじも立
ちのぼっている。幹線道路沿いの家屋も多くは南アジア風の煉瓦造りのものである。インドな
どと異なる点は屋上がフラットのものは少なく東アジア風の屋根をのせている。ビン氏による
とハノイでは300万の人口のうち，バイクが100万台もあるという。その多くは日本一である
が，現在は中国からのコピー製品が増えているという。ベトナムでは50cc以下の単車は免許証
が必要とされていない。免許は16歳で取得でき，単車は100ccが殆どで，国内では200cc迄の排
気量が定められている。ビン氏によると単車のうちホンダが65％で，まだ台湾や韓国製は流通
していないという〔ガソリン1しの値段は約50円。後にも述べるが月収は1．8～2万円，公務員
は1万円ほどという説明〕。
　ビン氏から説明を受けた中に，発展途上国の一面を垣間見た。それは通貨の両替である。
我々の訪越時には1＄が15，500ドン，外貨をドソに両替した場合，再両替は出来ないという。
ベトナムでは地震がないと説明を受けた。ただ，ホン河の河口付近では毎年洪水の被害が起こ
るとの事である。途中の商店には携帯電話を扱う店が多く目につく。ビン氏も携帯電話で連絡
を取り合っている。ビソ氏によると，一般家庭では主に扇風機が利用され，エアコンは値段も
高いが電気代も高いのであまり使われていないとのことである。
　市内の文教地域には国立ハノイ大学や文化大学などが並ぶ。中国と違って街中では自転車よ
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りバイクが多い。Cat　Linh通りに位置するホライズン・ホテルまでは空港から約40キロ，およ
そ50分を要した。市民の一般の就業時間は午前8時から午後4時30分まで。終業が幾分早い感
じがするが，仕事が終えてからまたアルバイトに向かう人達も多い。ちょうど市内が渋滞とな
る時間帯にホテルに着いた。
　ハノイには「升龍水上木偶戯院（Thang　Long　Water　Puppet　Theatre：）」と名付けられた人
形劇を楽しむ劇場がある。ガイドブックなどによるとこの人形劇はおよそ1，000年の歴史があ
る。越南民族音楽を奏でた場内では，設けられた水上舞台を，所狭しと，木偶たちが操り人形
であることを忘れさせるほどに生き生きと幾幕かの舞台を演じる。筆者も観劇後に一つの人形
を買ってきたが，頭部が大きく，筆者にも似た等身のバランスのとれない体型の，いかにも
ティピカルな民族を思わせる姿が楽しい。どの人形もユーモアあふれる顔つきをしている。
　場内には西欧人が多い。演目に登場する場面には龍・水牛・田植え・蛙・アヒル農法・釣
り・獅子・鳳園・水遊び・仙女・亀などが出る。北部ベトナムの人々のかつての暮らしと文化
を人形劇をとおして知ることができる。パンフレットには！995～1997年までに世界各地での国
際的なフェスティウ“アルで一ヒ演され高い評価を受けていることも記されていた。劇場近くでは
大きな湖（ホアンキエム湖）の周囲を家族連れや若い男女が夕刻の散歩やウォーキングを楽し
んでいる。
　今回は仏教施設の訪問は特に組み込まれていない。一行も初めてベトナムを訪問する者ばか
りであったので，丸山氏が依頼した旅行代理店が現地の旅行社と打ち合わせて，一般的な観光
ルートを選んでくれた。そうなると筆者の観察も限られてくる。そこで，いつも通り時差とは
無関係に4時に起床。明るくなるのを待ってホテルの周囲を散策することにした。先ず，Cat
Linh通りに面するホテルからさほど遠くない場所には消防署がある。新しいルノー製2台，ベ
ンツ製1台の消防車，他にベンツの乗用車が一台置かれていて，これもドイモイ政策によるも
のなのか多少驚きであった。ただ，近くの商店には車ではなく，狭い店内に早朝のためにオー
トバイとスクーター計4台が，大切な家族の一員のように置かれている。早朝の道路清掃は2
人組の若い女性が手際よく行っていた。
　道路を挟んで反対側にはHanoi　school　of　Public　Healthがある。入り口には門番が居て，中
庭には多くの盆栽が置かれている。門番に笑顔で挨拶をし，中に入れてもらった。6時15分に
二人の学生が早々と自転車で登校してきた。ハノイでも南部のホーチミン市でも，街中ではほ
とんど英語が通じないということを筆者は今回体験している。ところが，さすがと言うべき
か，尋ねてみると，そこは4年制のユニヴァースィティーで学生数は150名ほどであることを
一人の学生が流暢な英語で応えてくれた。日本の普通の大学生よりも会話力は上である。
　早朝の構内には比較的新しい輸入乗用車が数台置かれたままである。ベトナムでは韓国製の
乗用車は現在はさほど多くはないが，観光用のマイクロバスなどはほとんどが韓国製である。
構内の裏手には小さな祠（バーントー）が置かれてあった。仏像や神像はないが形は道教風の
ものである。燃え尽きた線香が沢山あげられている。台湾の裏道などでみかけるミニチュアと
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いった感じである。社会主義国に民問信仰が融合している様子は，今日のベトナムの宗教の一
面を伝えている。
　みやげ物売場や一部の場所を除いて，街で出会う人々は一様に，外国人に対してはあまり親
しみを示さない．こちらの会釈や挨拶にもほとんど反応がない。かつての戦後の日本でも同じ
であった。場所がらもあってか，ホテル近くの街角では，中国風揚げパンなどの朝食をあきな
う出店がわずかにあるだけである。仏領時代の名残でもある，フランスパンを売る出店が街角
にあることがベトナムであることを感じさせる。
　ベトナムは北部で中国と，西部～南部ではラオスやカンボジアと国境を接している。ハノイ
では中国南部とも気候風土が似ているために，人々の生活も中国と陸続きの印象を受けた。早
速覚えたベトナム語は「シンロイ（すみませんが）」「シンチャオ（お早う・今日は」「ヒューP
イ（わかりました）」である。ちなみに有り難うというベトナム語は「カムオン（感恩）」，ハン
グルの「カムサ（感謝）」，中国の「シェーシェー（謝謝）」，台湾の「ドーシャ（多謝）」などと
同じく漢語がもとになっている。
　筆者の滞在したハノイのホテルの一室には少数民族〔国家が民族として認定しているのは54
民族．そのうち大多数派のキン族（ベト族）が全体の約73％〕の女性を描いた比較的新しい絵
画が掛けられていた。面白いことに画家のサインは西洋風なのにその周囲に幾つもの中国風の
「落款」が押されている。文化的融合がそうした所にもある。食文化から見ると，ベトナム料
理は一口に「薄味中華」と評するむきもある。かつてのサイゴンではベトナム風フランス料理
と呼ばれるものもあるが，どれもそのまま中華でもフランス料理でもない。やはりベトナムで
楽しむ料理はベトナム料理と呼ぶほうが相応しいだろう。ホテルでのビュッフェ形式の朝食で
は殊にパンが種類も多く，その幾つかは一行も驚くほど美味であった。
　翌18日目金）は，ハロン湾のランチ・クルーズが組み込まれていた。バスで大通りを行き過
ぎると，途中で葬儀に集まる親族たちの一群と出会った。彼らが額に白い鉢巻きをしているの
でビン氏に尋ねると，葬儀の際に，親戚は白，孫は黒，曾孫は黄色の鉢巻きをするのが習わし
であるという。ちなみに，葬法も都会では火葬，郊外では土葬であるという。その際にビン氏
から得た情報を説明もまじえて以下に簡単に述べておきたい。
　べFナム国民の8割は大乗仏教徒であることはベトナム関係のガイドブックなどにも紹介さ
れている。ただし北部と西部・南部とでは隣接する国々が異なる。そうした国からの文化や宗
教は少なからずベトナムに影響を与えてきた。ビン氏は一口に北部は大乗仏教（僧侶の法衣は
茶色），南部は小乗仏教（法衣は黄色）と説明するが，実際は南部でも大乗仏教の信仰が定着し
ている。
　ビン氏自身も仏教徒である。但し，ホーチミン市のガイド氏との話しを総合すると，仏教徒
としてのアイデンティティーを彼らがハッキリ自覚しているというほどのものは感じられな
かった。今日のベトナムの宗教は土着の精霊信仰や祖先崇拝など様々な信仰形態が混在してい
る。その点では日本の宗教にも近い。特に大乗仏教は仏教文化圏において±着の信仰を否定す
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ることなく様々な信仰形態を取り込んできた。老若世代を含めて，ベトナムでは仏教徒はそれ
をハッキリと答える。ちなみにホーチミン氏も生家は仏教徒である。
　ベトナムの文字（クオック・グー，国語）は16世紀の宣教師アレキサンドル・ド・ロードが
ベトナム語をn一マ字表記で綴ったことに端を発している。19世紀の中頃から末にベトナムが
フランスの保護下に入るとカトリックの布教が認められたことによってキリスト教徒も増え
た。その後，仏領時代からサイゴンのジェム政権～ティウ政権下の時代を含めて，現在は約
10％のキリスト教徒がいる。他に，ヒンドゥー教徒2％，イスラーム教徒は1％，若い世代の
無宗教が約6～7％とのことである。南部のホーチミン市ではカトリック大聖堂のある中心部
から多少それた（外周といった表現が相応しいかもしれない）場所に，小規模な仏教寺院や幾
つかのヒンドゥー寺院，小さなモスクなどが点在している。
　ベトナムの今日の学制は5（小学校）・4（中学校）・3（高等学校）制を採っている。
小・中の義務教育では授業料は要らない。最近は私立学校も出来たがごく少ないという。義務
教育では校舎が少ないために2部制をとり，午前7時～11時までは小学生，午後1時～5時ま
では中学生の授業を行っているとのことである。高校は有料で1ヵ月日本円で2千才位どの授
業料，大学（4．5．7年の別がある）では5千円（年間で5万円ほど）となる。大学への進学
率はまだ少ない。ビン氏の説明では10人中2人とのこと。受験も難しく定員も少ないという。
　ドイモイ政策による経済成長率は高い。毎年8％近くの成長率というCO3年には7．8％）。
失業率は5％。それは何らかのハンディキャップのために仕事が出来ない人，もしくは富裕階
層のしたくない人のパーセンテージであるとビン氏は言う。市場経済を導入した今日，土地所
有も認められ，能率給の採用によって月収20万円の人達もいる。経済面では名称だけの社会主
義となりつつあるとビン氏は話した。70％が農業に従事しているベトナムではタイに続いて世
界第2の米輸出国であるとビン氏は誇らしげに説明した。現在680万トンの米を海外に輸出し
ているという。日本へはこの春に初めて1万トンの米が輸出されたとのことであった。
　米作は北部は二毛作で6月と10月の収穫。冬季には冬野菜を栽培している。南部では三毛作
とのことである。ハノイに訪問した時期には米の刈り入れが既にすんで，次の苗が育ち水田が
青々としている光景は，確かに豊かな風土を感じさせる。多毛作ではあっても秋期の収穫米が
やはり美味しいという。まだ農薬（ファティライザー）はほとんど使用されていないらしい。
アンティ農薬派の人々にとって嬉しい説明である。1980年代にインドに留学した筆者は，当時
の新聞に農薬を用いて農産物を増やそうという大がかりなキャンペーンが展開されていたこと
を思い出した。
　ビン氏によると，70％の農業人口に対して，工業は10％，漁業はわずか5％，サーヴィス業
が3％とのことである。南北に続く縦長の海岸線に囲まれたベトナムで漁業が振るわないの
は，自国で大型漁船が造船できないことにもよるらしい。都市部での一般の給与では｝大卒初
任給でおよそ2万円。そのうち15％は保険などで引かれ，手取りは1．7万。生活はどうかという
と一般的な40平米（3部屋）のアパートで月7千円。プラス2千円は駐車料などで必要にな
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る。食費は1人約1万円かかるという。そこで，給与だけでは足りないので，日に2～3時間
の残業手当てを加えて，夫婦共働きで全体では2人で月に7万円ほどの収入となる。但し，そ
れは筆者が幾人かの現地の人々に聞いた限りでは大分良い方である。
　適齢期は現在は女性が26歳，男性が29～30歳。子供は二人が平均的であるが特に制限はな
い。2年間の徴兵は男性に限られる。但し，特別な事由（親の看病，勉学などの理由をビン氏
は挙げた）で免除されることがあるとのことである。かつての戦争も起因して現在のベトナム
の男女比は男性が少ない。男性48％にたいして女性52％であるという。ハノイでは10～12月が
結婚式のシーズンであると説明を受けたが，南部のホーチミン市のホテルでは我々の訪問した
6月中旬の±日は連日披露宴が催されていた。
　物価面では，日本の物価の優等生である卵がベトナムでは1ケ7円。道路脇の屋台でも売っ
ているフランスパンが30円。他には鶏肉が1キログラム600円，牛肉400円，豚肉200円ほどであ
るとビン氏は言う。輸入品には100％の関税がかかる。例えば15万のホンダのバイクが現地で
入手するためには30万円となる。平均寿命は男性68歳，女性73歳，現在100歳以上のお年寄りは
全国で5人いるとのことである。出生率は2．2％とのこと。
　鉄道は日本のODAの援助によって新幹線の計画があるらしい。地下鉄も5～7年後の完成
に向けて計画中であるという〔ホーチミン市の中心部から東西2本の線が2010年に開通させる
計画がある（ベトナムニュース，13，Mar，2004）〕。ハノイからホーチミン市まではおよそ
1，800キロ，現在は48時問を要する。それは線路の幅が日本と比較しても115cmと狭いためにス
ピートは出せず，1時間に40キロほどの距離しか進まないからだとビン氏が説明を加えた。
　都市周辺地域では道路に沿って新しい家屋が建っている。市内から程遠くない場所でも50平
米の土地に3階建ての建物で価格がおよそ500～700万円という。現在の法律では間口の尋さが
5m以下は税金が免除される，そこでどの家も間口に比して奥行きが広い。日本と異なるの
は，家屋にはシャワーのみで風呂が無いことであるとビン氏が言う。
　ハロン湾への途中，ホンゴンHumanity　Centreで小休止。そこではベトナムの手芸品などが
販売されている。ベトナム戦争のために障害を持って生まれた人々が多く就労する作業所であ
ると説明を受ける。伝統工芸や研磨などにハンディキャップをもつ人々がセンター内の作業部
処で真剣に取り組んでいた。現在のベトナムでは社会保障の面でも国家による支援は僅かであ
る。こうした障害者たちに月に1人あたり15ドルの支給があるだけだという。
　ビン氏がバスの中で，ベトナム人の好む数と嫌いな数を教えてくれた。嫌いな数は3・7だ
という。3人で写真を撮ると真ん中の人が死ぬというような日本でもかつてあった迷信がある
らしい。また団体でも7名という数を避ける。幸運な数は9。結婚式でも9の付く日が多いと
いう。3・7という奇数は本来仏教では尊ばれるが，恐らく9という数を重んずるのは中国文
化の何らかの影響があるのだろう。
　中国との国境付近には3，000メートル級の山があるが，概してベトナムでは高い山はない。
ほどなく目的地のハロン湾に着いた。ハロン湾は海の「桂林」とも評されベトナムで一番美し
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い場所であるとガイド氏は誇らしく言う。ロンは「龍」，ハは「降りる」という意味で，龍が舞
い降りるようなイメージがあるのだろう。波もなく静かな入り江には大小の石灰岩の小島や奇
岩が海上に点在する。
　大河のデルタ地帯は豊かな土壌を育んできた。但し，紅河のデルタ地帯にそそぐ入り江の海
の色は正直な：ところ我々にはあまり馴染めない。80～90年代に中国を幾度か訪問した際に，
　「百年河清を待つ」ということばが標語のように掲げられていたことが思い出された。大河の
水が浄らかになるのには100年もの年月が必要になるという意味である。100年単位で物事を考
える時間的観念が伝統的な中国文化にはあることを，性急に結果を求める日本人は知っておく
べきであろう。バスでの移動の際，街中でも郊外でもBia　hoiの看板が目に付く。それが生ビー
ルのことであると後で知った。
　ビン氏が移動の途中で，面白いことを話してくれた。それはベトナムではカラスが居ないと
いう。それではカラスという言葉が無いかというとそうではない。rクゥア」という言葉がカラ
スを表す。サンスクリット語やチベット語の「カ一眠」同様に擬音語である（ベンガル語やス
リランカでも同じ）。ラオスやカンボジアでもカラスを見かけないというが，彼の経験した観
察から来たものなのか。
　先に，ベトナムの料理に触れたが，南アジア一般に，家庭では概ね冷蔵庫を持つことはな
い。食事もその日に必要なだけ求めて使い切ってしまう。衛生面からも生きた智慧である。か
つてインド留学のおりに，貴重な体験をした。筆者は勧められるままに，リフリジレ一章ー
（冷蔵庫）をレンタルで借りた。ところが，当時はデリーの露な都会でも日に幾度もパワーサ
スペンション（停電）が普通であった。過信がもう少しで危ない結果を招くことになったこと
がある。
　ホーチミン廟参観は19日（土）の午前の観光コースに組み込まれていた。この日の早朝も，
ホテル周辺を散策した。今回の旅では，ガイドブックに紹介されているような名刹への訪問は
ない。但し，そうした寺院はほとんどその種のブックに紹介されており，僅かではあるが関連
した書物も売られ手に入る。そこで市井の仏教文化を観察することも意義があると考え直し
た。
　ホテルから徒歩5分ほどの所にだいぶ草臥れた小さな仏教寺院がある。道路に面した周囲は
古びた塀で囲まれ，閉じられたままの入り口の小さな山門がなければ，そこが仏教寺院である
ことさえ判らないほどである。内部には参詣者はいない。さほど広くない境内には蓬莱山を
回った神仙境が中央に設けられている。「羅城之西南」と銘打ったこの寺院を紹介するものと
思われる古碑がある。
　古い建物（礼拝堂）には観音ボサツ山雲が安置されている。暗い内部には台湾仏教会が寄贈
した去年CO3年）の仏教協会の暦が張ってあった。寺院関係の人であろうか，外では丁度，中
年の婦人が綺麗な生花を取り替えている最中であった。堂内には観音経（漢訳）の経文を配し
た観音ボサツ絵があることも印象的である。礼拝堂の諸官配置を見ると，台湾の寺院に観られ
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るような儒・仏・道教が融合したような印象を受ける。
　大通りに面した建物の広場では，中高年の婦人たち20名ほどが，気功体操に似た運動をして
いる。男性は居ないが「シンチャオ」と声を掛け仲良く一緒に体操をしてきた。神秘的（？）
な微笑みもよいが，やはりその国の言葉で挨拶するに限る。
　ホーチミン廟は，その日が±曜のためもあってか多くの参詣者が長蛇の列となって訪れてい
る。中国語の解説ではホーチミンが，「胡志明」と漢語に当てられている。売店で求めた，ベト
ナム独立の父としての彼の，詩歌を思わせる『獄中日記（Prison　Diary）』の抜粋には中国語・
英語・ベトナム語の対訳が載せられている。一行は多くの参詣者に混じって，外部とは別世界
を感じさせる，空調の効いた近代的な廟内で，ガラスケースに安置されたホーチミン氏の遺体
の周囲を巡った。その時に，たまたま1人の若い観光客がポケットに手を入れていた。すると
警護官が，すぐさま．見とがめて注意をした。
　壮大な三内で，遺体を生前のように安置保存するのは，近代の社会主義諸国に見られる英雄
的な人物崇拝の特色とはいえ，違和感は拭えない。「諸行無常」を説く仏教の思想とは根本的に
異なっている。釈尊ゴータマ仏陀も滅後，火葬にされた。我が国でも仏教の受容によって，火
葬が定着していった。仏教を篤く信奉する皇族たちは広大な陵墓に埋葬されることを望まな
かった。
　廟から出て道なりに行くとかつてのホーチミン氏の住居が保存されている。外から内部も観
ることができる。今日のベトナム憲法にも明記さている「マルクス，レーニン，ホーチミン思
想」を裏付けるかのように，質素な彼の居室には机の横にマルクスとレーニンの肖像画が掛け
られていた。隣接する公園は1049年に李朝の太宗が創建したという延祐寺の境内であろうか。
園内には楼閣・一柱寺がある。蓮池から伸びた，中心となる一本柱の上に堂宇をのせたユニー
クな形からそう称されている。堂宇自体が蓮池の上の蓮華をイメージさせる。堂内には太宗が
夢をみて子供を授かったという観音ボサツ像が安置されていると説明を受けた。
　蓮池に浮かぶ一三寺の背後にインド菩提樹（ピッパラー）が繁っている。ビン氏にたずねる
と1959年にインドのガーンディー前首相から贈られたものだという。インドの釈尊成道の聖地
ブッダガヤーからのものであると彼は説明した。公園全体（？）がかつての寺院の境内であっ
たことをうかがわせるのは，一柱寺の前方近くにポツンと残る小さな門である。その門には
「圓覚門」と記された中国仏教で見かける扁額が掛けられている。その左右に「方便」「慈悲」
という大乗仏教で特に強調する語句が添えられていた。1970年生まれのビン氏によると漢字文
化圏に属する今日のベトナムでは65％の漢語と，35％の固有の言葉からなっているという。言
語の6割強が漢語がもとになっているとすると，今日のベトナムの若い世代が漢字にたいして
どれほどの理解力をもっているのか興味深い。ハノイやホーチミン市の街中では，ハングルを
用いる韓国以上に漢字を見かける。同じ漢字文化圏のなかにある韓国では，漢字教育が再認識
されつつある事を側聞している。
　市内にある文廟は1070年に創設された孔子廟である。以後，18世紀までの700年にわたり最
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高学府として多くの秀才を輩出してきた。！9世紀の院朝時代に建てられた奎文閣には！5世紀の
李朝からの300年間に及ぶ，科挙試験に合格した進士たちの名前が82の蟻蚕の石碑に刻まれて
残されている．その中には玩姓が多くみられた。文廟入り口の門には康煕御書と銘打たれた
「萬世師表」の扁額がある。現在でもハノイの20ほどの大学では，ここで卒業証書を授与する
とのことである。
　孔子像の脇に「功徳箱」と漢字で書かれ
た寮銭箱があった。これまでの中国訪問で
は見かけなかった表現である。ビン氏は，
ベトナムの教育では「愛国心」「親を敬う」
「師を敬う」ことを教えているという。そ
して道徳教育は小さな時から行っていると
熱く語ってくれた。
　報告者は，以前，本紀要のレポートで，
中国で新しく再建された仏教寺院の屋根今上の中央に
炎光のようなシンボルがあることに触れたことがあ
る。今回，この文廟を訪問して，造形的な変容がある
のではと感じさせされた。文廟は11世紀の創建である
が，建造物の停まいは中国の影響を大きく受けてい
る。現在の中国の古刹が堂宇の形態も含めそのまま創
設期まで遡れるかどうかは疑問であるが，少なくとも
天台山の山頂でみた新しく再建された寺院の中央瓦の
形状は立派な炎光の形をしている。ところが文学で
は，門や堂宇の屋根には珠玉を挟んで2匹の龍が向き
合っている。さらに細かに観察すると形状にも推移が
認められ，中央の珠玉が大きく際立ったものもある。
どちらが古い形体を伝えているのかは，事例を集めて詳略する必要があるが，炎光よりは龍の
珠玉の方が中国的であることは間違いない。
llベトナムの風土と文化〔ホーチミン市をめぐって〕
　昼食を済ませたこの日の午後には空路ホーチミン市へ移動である。搭乗予定のVN225便が
遅れるという情報はすでにビン氏に届いていた。市内のレストランで時間調整をした後，月中
を散策した我々一行は，ビン氏を早く業務から開放（？）することにして，早々と搭乗手続き
を済ませた．空港の待合室では遅れている先発の乗客が待っている。やがて我々の搭乗時間が
やってきた。今回はベトナム語を解する者が一行には居ない。英語のアナウンスを聞いて準備
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にがかった。ところが，搭乗する場所に掲示されている時間がアナウンスで告げた時間と数時
間も違う。疑問に思って係員に注意をすると，掲示が間違っていた。それも慌てる様子もな
く，しばらくすると直されていた。
　国内線VN235便は満席。ホーチミン空話には午後7時15分に着いた。現地の通訳は40代の
男性ヒュー氏。空港からの広告も日本のものが多い。建設企業の名も目に入る。途中市内の通
りには日本のファースト・フードの店もある。中心部へはおよそ6キPの距離，ほどなくレッ
クス・ホテルに着いた。サンゴン大聖堂からも遠い距離ではない。ホテル内別館のレストラン
で，この晩は民族音楽や舞踊を楽しみながらベトナム宮廷料理と銘打った夕食をとった。家庭
料理とは趣も異なり豪華な内容である。隣接する本館のレセブ．ション・ホールではその日がハ
ノイのガイド氏の言う9の付く日でもあってか華やかな結婚披露宴が催されていた。
　翌20日（日）も午前4時に起床し，ホテルの周囲を散策。今回の旅行では茨田一男氏が小生
と同室してくれた。茨田氏自身は，芸術表装やインテリア関係の専門家でもある。これまでの
幾度かの視察旅行では同室としてお世話になったのは，いつも穏やかで博識の浄±真宗の信仰
の篤い旗岡三貴雄氏，明るく屈託のない工務店主・岡山賢一氏などである。筆者が，毎月第4
日曜の午後，東京大田区の小話で開催している講話会に必ず皆は参加してくれている。その会
場に岡山氏は，肢体に障害のある青年を自分の車に載ぜて，2階の会場まで背負ってやって来
る。彼を励ます事が出来ればと，氏は笑って言う。
　ホテル前の大通りは中央が緑地になっていて，そこにホーチミン氏に子供が寄り添う大きな
像が置かれている。ホーチミン氏は，「ホーおじさん（Bac　Ho）」と現在のベトナムでは愛称で
呼ばれている。子供が慕って寄り添う建国の父の像があまりにも巨大なことが，我々にはか
えって親しみよりも社会主義国を強烈にイメージさせられる。
　ガイドのヒュー氏は彼の名が漢字に当てられる姓ではないという。ベトナムでは中部までは
台風の影響を受けるが，南部のホーチミン市では台風も地震もないと説明を受けた。ベト族た
ちが多く住む北部が，もともと中国からは南のべト（越）族たちの国の意味で「越南」と呼ば
れていた。南部のかつての都市サイゴン（SAIGON）にはマンゴーや綿の意味があるという。
それらを多く産したのであろう。マンゴー（署羅果）はサンスクリット語ではアームラ，現代
ヒンディー語ではアームと呼ぶ。サイゴンの言葉の意味するマンゴーがその同種のものかどう
かは判らないが，南部にはマンゴーと大きさや形の似た果物〔表皮の色や種子・味も異なる〕
もある。この大都市ホーチミン市は・・ノイ以上に単車が多く，人口700万に対して400万台もあ
るという。
　ベトナムでは定年が男性60歳，女性55歳。通訳ゐヒュー氏によると，60歳以上の人々はあま
り外には出ないという。ちなみに今日のベトナムでは40歳は「オバアサン」だと彼は語った。
日本でも45年以上も前には新聞で同様の表現を筆者は見た記憶がある。メコンデルタ地帯へは
ホテルから2時間，75キロの旅となる。市内には通りに小粋なベーカリー店も点在する。路沿
いの広告には日本，韓国などの企業の名が目につく。途中，中華街を思わせる街並みがある。
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そこはホーチミン市の経済の中心地であるとのことである。
　ヒュー氏によると北部と南部とでは同じベト族でも人々の性格が異なるという。北部はあま
り豊かではないので勤勉で，南部は三毛作にみられるように豊かで，勤勉とは言えないが比較
的貧しい人々でもテレビを持っているという。彼の北部・南部評価には偏見はない。南部の
人々は「正直」であるがお金を使いすぎ，将来を考えていないという。反対に北部の人々は
「口がうまい」が質素・倹約であるという。
　郊外をメコン・デルタ地帯へと向かう道筋には新しい市街計画がうかがえる。近年の都市部
の人口増加にともない幾つかの新市街が建設中であるという。途中，バスの車窓からは街の生
鮮市場の様子も観察できる。貝類や蟹なども売られている。所々に仙境・蓬莱山を模した小さ
な庭園があるのも中国文化の影響である。池で釣りをしている長閑な光景も遠景に眺められ
る。アルミニウム・プラントの合弁工場も建てられている。道端の出店には小粒のベトナム林
檎が売られていた。
　ヒュー氏はもともとサイゴンで生まれた。彼の姉は1979年にボートピープルとして祖国を離
れ，現在は母親や兄たちとともにカリフォルニアに住んでいる。彼自身も，自宅を既に売却し
て移住のヴィザがおりるのを待っていると語った。この数年来の観光客の激減から，かつての
10分の1ほどの現在の収入では，子供の教育（私立の学習塾に通わせるているという）さえも
賄いえないという。但し，移住を決意したのは子供の教育の為ぽかりではないことも率直に
語った。
　中国でも，筆者が初めて訪問した80年代初頭では，通訳はみな公安を兼ねていたと聞く。ベ
トナムでも10年ほど前までは通訳はみな警察官でもあったという。厳しく管理された国々で通
訳やガイドという職種の方々から本音を聞くことは難しい。開放政策を採る現在でも，内部か
らの批判は決して国家にとって好ましいことではないだろう。しかし，祖国から離れて海外で
暮らす家族の近況は，かれらをそうした社会に誘う十分な説得力となっていることは確かであ
る。
　メコン・デルタでは島民6，000人ほどの島へ小型船で渡った。ベトナムでの最高気温はハノ
イでは7月，南部では4月頃に出るという。我々がハノイを発つ日の気温は35度，ここでは31
度である。かつての中部に住んでいたチャンバーの民は現在は南下してメコンデルタ付近に住
んでいるという。その小島の入り江付近の水路を，小舟でクルーズするのも観光コースに組み
込まれいる。熱帯の植物が生い茂る細い水路を若い女性とその弟が舵をとって漕ぐ小舟に乗
り，短い時間を堪能した。今回のベトナム訪問では，どこよりも印象深い体験であった。
　この遊覧の帰路，かねてから興味を懐いていたエレファント・フィッシュの料理を食す機会
があった。一行のうち，浜林政行氏ご夫妻や小野真也氏ご夫妻と，「象（エレファント）という
のだから，特徴は鼻だろうか，或いは耳だろうか」と，その形に勝手に空想を巡らしていた。
登場した40cmほどの姿揚げ風の魚は，鼻も長くはない。たずねてみると，背びれや尾ひれが象
の耳に似て大きいという。確かにひれが大きい。周囲のテーブルでは身の部分だけ食べて，そ
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れは残されている。しかし，パリパリに揚がったその背びれが一番，筆者には美味であった。
その魚が象耳魚と称されていることを後で知った。
　短期間のホーチミン市滞在では，旅程のみならず食事のメニューも詰まっている。夕食は市
内のベトナム風フランス料理。店員のマナーも良いしワインの種類も多い。料理そのものの評
価は様々であろうが，やはりパソが美味しかった。滞在先のホテルではその日の晩も，ホール
では盛大な結婚披露宴が催されていた。
　21日（月），早朝の薄明の時間を待ってホテルから外出してみた。ホテル前の緑地では5時
15分頃から45分頃まで，女性20名（若い人はいない）ほどに男性（65～70歳）2名が混じって
気功体操をしている。台湾でもよく見かける早朝の光景である。筆者も一緒に楽しんできた。
ガイドブックには，現地での注意が載せられている。その1つはシクロ（三輪車）の利用であ
る。法外な要求があったというものが多い。筆者は，ベトナムを知るためにも，敢えてそれを
利用することにした。
　通りで，若く健康そうな青年が，シクロをあやつって来た。ホテル近くで乗った，三輪車の
前部に利用者が乗り，背後から運転者が押しこぐ形のシクロは爽快に早朝の町中を走った。シ
クロの青年に，手振りをまじえてThik　Quang　Duc師の記念碑のある場所に案内をしてもらっ
た。距離的にはその場所はホテルからさほど遠くない。旧大統領官邸の北方にあたる。前日，
バスの車窓からその場所を確認している。ところが，その希望がなかなか伝わらない。
　いずれにせよ筆者が宗教施設に興味があると判断した彼は，始めに門中の小規模な仏教寺院
に連れて行った。その寺院は，ハノイで観た堂宇よりはだいぶ開放的な感じを受ける。一般家
屋の入り口ほどの山門の裏面には「法輪常韓（つねに真理を説き示す）」の文字が記されてい
る。暗い内部では幾人かの男性が，生花や菓子などを供えていた。中央には観音ボサツ像，そ
の前方の焼香台にはホーチミン氏の写真が置かれている。内部にはr千手半眼無硬大悲心陀羅
尼』の経絵がかけられていた。寺院には若干のこころ付けを残して，またシクロに乗った。
　途中，ヒンドゥー教の寺院前では，青年の勧めるままに線香をあげた。やがて幾人かの通り
すがりの英語を解せるであろうと思われる人々に路をたずねながら，ようやくテイク・クワン
・ドゥクと名付けられた通りの，十字路の片隅に建つ記念碑のある場所に着いた。記念のス
トゥーパには「1963，6，11」の日付が刻まれている。当時のジャム政権下，サイゴンの大統領
はクリスチャンであった。仏教徒弾圧に対する抗議行動として燃身を敢えて行った仏教僧の面
影は，ストゥーパの側面に刻まれている。この記念碑も台湾の仏教団体の協力で造られたもの
だと聞く。その大統領はクーデターによって失脚した。僧侶の燃身があってから数ヵ月後のこ
とである。次の大統領も同じくクリスチャンであるが，彼は宗教的には宥和政策を施行し，政
権も短命ではなかった。
　今回，筆者がもっとも関心を懐いていたその場所は，現在のベトナムの人々にどれほどの記
憶として残っているのだろうか。塔の周囲を静かに清掃している一人の男性の姿が，その問い
にたいする僅かな答えを示しているように思えた。ヒュー氏の説明では，かの仏教僧は，乗用
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車でやって来ると，道路中央で，もってきた
ガソリンを身体に浴びて火を放ったという。
筆者も当時，報道された，炎に包まれた僧侶
の写真を見て強い衝撃を受けた。
　無事，シクロでの散策を終えて，ホテルに
向かった。運転手の青年には当初からこころ
付けを渡すつもりでいた。さて料金をたずね
ると，こちらの推測とはだいぶ違う。筆者は
その時に，米ドルしか持っていなかった。これはまったくこちらの手落ちであった。彼らは額
面の違うドルを貰っても実感がない（？）のかも知れない。必ずいつも数ドル分の現地通貨ド
ンを用意しておくということを改めて教えられた。
　ガイドのヒュー氏の説明によると，ホーチミン市には火葬場が市内に1箇所あるという。
人々の宗教も大部分（80％）は祖先崇拝であるという。ベトナム全体の仏教徒の数と等しい。
彼にたずねると，一般には，女性では年に2～3回，男性となると1回ほどしか寺院に参拝し
ないと答えた。おそらく彼の周囲を基準としているのだろうが，これに比してクリスチャンは
熱心に教会に行っていると付け加えた。
　この日は帰国の前日で，旅程の最終日となる。午前8時にホテルを発った一行は，Cu　Chi
（古芝）に向かった。ホテルからは西北方にあたるおよそ65キrrの距離に，このクチ区があ
る。現在は観光ルートとして多くの外国人が訪れる。地下に張りめぐらされたベトナムの抗争
の歴史の1コマを物語るトンネルはべン・デnエン（Ben　Dinh）トンネルと名付けられてい
る。
　市内の朝のトラフィヅク・ジャム（渋滞）は過ぎた頃だろうか。彼にたずねると，就業時間
は役所では午前7時30分から午後4時まで。一般の会社では午前8時から午後4時30分もしく
は5時までであるという。途中にはHISAMITSU　SALONPASUの看板が目に入る。市内の何
処にでも見かける社会主義国ベトナムのマークは，中央の星のマークを取り囲んで稲穂と機械
の歯車が配置されている。それは国の進むべき主要産業の農業と工業を表している。ちなみ
に，ベトナム航空のシンボルマークは蓮華（パドマ）である。蓮華は仏教のシンボルでもあ
る。
　コープ・マートの大型店舗も路沿いにある。乗用車の青色ナンバーは高級官僚の党員たちの
ものらしい。この52号笛をさらに西北に進むとカンボジアに至る。市内中心部を離れると，郊
外には大小様々な仏教寺院が点在する。ベトナムが仏教国であることを改めて気づかせる。市
内から30～40分ほどで周囲の田畑の様子が異なる。トウモロコシ畑が多い。郊外では水が少な
く米も1毛作であるという。近年，韓国や台湾の企業が工場を進出していると彼は説明する。
墓地も点在して見える。中国や台湾の郊外で見かけるものよりも立派な墓所が多い。石材店も
市内に幾つもあった。蓬莱山を細った奇岩や仏像なども売られている。
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　クチに近づくにつれてゴム林が連なる。ゴムの樹液を受ける容器が陶製のようにみえる。地
下に掘られたクチのトンネルは3層の部分もあるという。地表から3・6・8～10mの層であ
ると現地での短時間のビデオ鑑賞をまじえて説明を受けた。地質は粘土質である。観光客のた
めに開放してあるコースには仏領時代からアメリカとの抗争時代までにわたるトンネルが堀り
めぐらされいる。内部も一部は体験できる。中腰でやっと通れるような狭く低いトンネル内の
貴重な体験が出来た。
　周流コースでは1970年半破壊されたアメリカ軍の小型M41戦車が放置されている。コース内
では小銃だけではなく機関銃も実弾の射撃を体験できる場所がある。かつてはこの場所で同じ
小銃の銃口が人間に向けられていたことを思うと胸が痛む。コースの途中で，兵士たちが彼ら
の常食でもあったふかし芋を振る舞ってくれた。それが殊の外美味しかった。過酷な戦時下で
も，かれらを励ましたであろうその食べ物が印象に残った。
　市内への帰路，ナンキー・カイアー通りには寺院やモスク，そして教会が点在している。勿
論，仏教寺院に比してモスクや教会の数は数えるほどである。昼食はホテル近くの大きな中華
料理店。南部では全体に料理の甘味が強い。午後観光予定であった旧大統領官邸や中央郵便局
などはこれまで市内を移動する際に車中から説明を受けているので，キャンセル。婦人たちの
希望もあってホテルにも近い，大型市場近くで自由時間を持つことになった。その場所はガイ
ド・ブックにも紹介されているらしい。
　市場内には時計を商う店舗が幾つもある。その内の1店舗の店員が英語を巧みに操るので，
話してみた。もともと彼らはベトナム人ではないという。冗談をまじえて雑談していると，背
後に1人の男性が近づいて話しに耳を傾けてくる。店員の態度から彼が公安（警官）であるこ
とがわかった。
　ベトナム最後の晩は，市内のベトナム高級料理店。ここでは魚介類の鮮度がよい。小野氏か
ら，何故ベトナムでは蛸を食べないのか店員に聞いてほしいと言われた。ガイドブックにもそ
れは載っている。ハノイのビン氏も，日本で初めて蜷を食べて，その美味しさに驚いたと語っ
ていた。そこで，英語を多少解する店員を呼んでもらってたずねてみた。筆者の拙い絵もまじ
えてoctopusを説明するのだが，ハッキリしない。長い海岸線を有するベトナムでは，蛸がいな
いのではなく流通していないために彼らの食生活の中に登場しないのだろうか。ちなみに，イ
ンターネットでの「ベトナムニュース（VIETNAM　NEWS）」21，　Jun，2004には，　Binh
Thuan省で毒のある蛸が売られて2人が死亡，83人が病院で手当てを受けているとニュースが
載せられている。沿岸の魚介類資源の乱獲も現在のベトナムでは問題となっている。資源保護
や養殖などにも力を入れるようである。
最後に
今回のベトナム訪問では，社会主義を標榜する国における仏教文化を限られた範囲内で観察
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した。1993年にベトナム初の世界遺産となった，ベトナム最後の王朝・玩朝（1802～1945）の
都のあった中部フエは今回の旅程にはなく，訪問する機会がなかった。燃身を遂げたベトナム
僧がいたティエンムー寺（Chua　Thien　Mu）もフエにある。次回のベトナム訪問の目的地とし
て残された。
　英字のベトナム経済誌『ザ・ガイド（THE　GUIDE）』2004年6月号の社会面には，現代ベト
ナムのかかえる貧困と女性を取り巻く環境とを取り上げた短い記事が紹介されていた。それ
は，両親の離婚や貧困から，親戚にあずけられたメコン・デルタ地帯に住む14歳の少女がカン
ボジアに売られ，その後エイズ（HIV／AIDS）となって哀れな最後をむかえようとしていると
いう記事である。
　その地方の予防医療センターの報告では，エイズにかかっている女性たちの年齢は18～35歳
ほどであることも報告されている。親や兄弟たちが彼女の得た収入で，単車やレンガ造りの新
築の家を得たことに感謝していたということも記されていた。女性には教育が不必要であると
考えている親たちも多いという。カンボジアでプロスティチューションをさせるために13歳と
15歳の姉妹を売った実の母親が逮捕されたという最近の記事も含まれている。
　『ザ・ガイド』はベトナム観光局との協力で発行されている英字雑誌である。少女の記事
は，性とエイズにたいする啓蒙の目的もあるのだろう〔ベトナムニュース17，Jun，　2004ではベ
トナムには8万人以上の感染者がおり，発病して死亡したひとは7千人以上に及ぶと言う〕。
同時に，今日のベトナム社会における貧しい女性たちの地位を問題意識として内外に発信する
姿勢には，新しいベトナムの姿を感じさせる。
　インターネットで検索することのできるベトナムの宗教の動向・2003年上半期〔東京外語大
学・今井昭夫氏〕には，カトリック，プロテスタント，仏教，民間信仰，一般宗教を含む動向
が載せられている。最近のベトナムの宗教事情を知る上に貴重な資料を提供してくれている。
氏に謝意を表しつつ，その幾つかを引用して挙げておきたい。
　ホーチミン市の仏教会が「貧しい人のために」1億ドンの基金を寄付したという記事（『大団
結』2月28日）。フォン寺（Chua　Huong）の祭礼では32万もの参詣者が訪れることを予想する
ものもある（『ニャンザン』3月13日）。ビエンチャン（ラオス）で開催された「平和のための
アジア仏教組織（ABCP）」第！0回大会ではベトナム仏教教会の僧侶が副首席の1人に選出され
たことなどを紹介している（『ニャンンザン』2月22日）。その反面，非合法組織「統一ベトナ
ム仏教教会」の高僧が・・ノイから退去を強いられたという記事も挙げている（Free　Vietnam
Alliance，　31　March　2003）．
　仏教僧で，同時に共産戦士であったというティエン・チエウ（Thien　Chieu，　1898－1974）の生
誕105年を記念する学術シンポジウムが，ベトナムの国家人文社会化科学センターの宗教研究
所が開催したという記事も紹介されている（r大団結』5月13日）。革命活動に積極的に参加し
た彼は，国家への奉仕を漢訳仏典に説く「四重恩」と結び付けた。
　知恩の精神は，ベトナム仏教でも重視されている。漢字文化圏における漢訳仏典r心地観
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経』の影響でもある。ティック・クワン・ドゥク師の行為を偲ぶ40周年の記念行事が昨年，ベ
トナム仏教協会・治事評議会とホーチミン市の仏教会によって催されている（『ニャンザン』
5月21日）という。「和尚を記念し，恩を知るために」仏教の僧俗は愛国の伝統を発展させなけ
ればならないとする。大乗仏教のボサツの奉仕の精神が，ベトナムでは国家にたいする報恩と
位置づけられている。
　既にベトナム共産党第9回大会で，ベトナム人にとって「信仰・宗教は一部の人民の精神的
需要である」ことも表明されている（『ニャンザン』5月30日）。ドイモイ期に入り，特に1990
年からはベトナムの宗教は活発化している。仏教協会は社会（慈善）活動にも積極的に参加し
ている。仏教系の診療所が！26箇所，孤児や身体障害者約2万人のための特別学級が950，情義
の家（nha　tinh　nghia）が748施設，ホーチミン市仏教会だけで2001年には350億ドンもの寄付を
行っているという報告もある。
　仏教学から，社会主義体制への宥和的な接近は，ホーチミン市の寺院でも見られた。その寺
院では，ホーチミン氏の写真を仏前に安置していた。そのことを話すと，ガイドのヒュー氏は
信じられないという顔を見せた。それも，現在のベトナム人たちの宗教と国家との関係にたい
する認識の一面である。現代ベトナムの宗教事情を伝えう情報には，無論，体制側からのもの
も多い。殊更，反体制派の情報を採り上げることは本稿の意図ではない。仏教は，伝播された
国々で固有の文化・宗教とも融合し，その国の制度や体制を破壊することなく宥和裏に弘まっ
ていった。「国の俗法に従い」つつ，それを絶対視することもない，それが仏教の姿勢である。
　我々と同じ大乗仏教国としての文化圏にある，今後のベトナムの進む方向は，宗教（仏教）
と社会主義を歴史的に評価するためにも，関心を持ちつづけたいと思う．
　〔註記〕
　日刊英字新聞『ベトナム・ニュース（Viet　Nam　News）』June　19，2004，の国内欄に仏教の尼僧たちが，
孤児たちの世話をしている様子を伝えている。ランドンの中部高原Tay　Nguyen州のThien　Lam僧院の尼
僧たちが，これまで13年間に58人もの孤児を育てて来た。「2年前にも，真夜中に僧院のドアーの鈴が鳴る
ので開けてみると，小さな赤ちゃんが置き去りにされていた」と尼僧長が語る。その子供にCu　Thi　Thien
Duyenという名前を付けた。孤児たちには仏教徒としてのCu（空）の姓を与えているという。生まれてま
もない子供を，全く育児の経験のない尼僧たちが交代で面倒をみてきた。現在そのパゴダ（僧院）には32人
の子供たちがいて，そのうち6人は高等学校，11人は中学校，他は小学校に通っているという。「決して強
いるのではなく，仏教の教えに従って彼らが社会に戻れるよう励ましているのです。子供たちの人生のこ
の段階だけが私たちの手助けできるものなのですから。」。子供たちの養育のために尼僧たちは，果樹を植
えたりケーキを焼いたりして収入を得ているという。
1　この点に関しては，焼身と燃身との相違を含めて拙論「薬王菩薩と内偵」『勝呂信静博士古希記念論文
　集』山喜房，平成8年2月，pp．391－406に論じてあるので参考のほどを。
一　193　一
